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議案第２号 
令和２年度小山市国民健康保険特別会計(事業勘定)予算 

 
令和２年度小山市の国民健康保険特別会計(事業勘定)予算は、次に定めるところに

よる。 
（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１６，２８９，５００千円と定める。 
２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 
（一時借入金） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定による

一時借入金の借入の最高額は、１，０００，０００千円と定める。 
（歳出予算の流用） 

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は次のとおりと定める。 
（1）各項に計上した給料、職員手当等及び共済費に係る予算額に過不足を生じた

場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 
（2）保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内

でのこれらの経費の各項の間の流用 
 
 

令和２年２月１７日提出 
小山市長 大久保 寿夫 
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　　　　　　　　　　第 １ 表　歳 入 歳 出 予 算
歳   入

款 項

国民健康保険税 千円

国民健康保険税

一部負担金

一部負担金

使用料及び手数料

手数料

国庫支出金

国庫補助金

県支出金

県負担金・補助金

財政安定化基金支出金

財産収入

財産運用収入

財産売払収入

繰入金

他会計繰入金

基金繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

加算金及び延滞金

雑入

金　　　額

歳 入 合 計
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歳   出

款 項

総務費 千円

総務管理費

徴税費

運営協議会費

趣旨普及費

保険給付費

療養諸費

高額療養費

移送費

出産育児諸費

葬祭諸費

国民健康保険事業費納付金

医療給付費分

後期高齢者支援金分

介護納付金分

財政安定化基金拠出金

財政安定化基金拠出金

保健事業費

特定健康診査・特定保健指導費

保健事業費

積立金

基金積立金

公債費

公債費

諸支出金

償還金及び還付加算金

延滞金

予備費

予備費

金　　　額

歳 出 合 計
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歳入歳出予算事項別明細書

１．総括

   歳　　　入 (単位　 千円)

款

国民健康保険税 △139,773 

一部負担金

使用料及び手数料 △1,200 

国庫支出金

県支出金 △477,730 

財産収入 △399 

繰入金 △308,985 

繰越金

諸収入

△891,500 

予算に関する説明書

本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 比 較

歳 入 合 計
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   歳　　　出 (単位  千円)

款

国

県

本年度予算額 前年度予算額 比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

総務費

諸支出金

県

保険給付費 △453,230 県

国民健康保険
事業費納付金

△442,403 県

財政安定化基
金拠出金

保健事業費 県

積立金 △399

公債費

予備費

歳 出 合 計 △891,500
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２．歳　入

国民健康保険税 △139,773

国民健康保険税 △139,773

一般被保険者国民健康保険税 △111,553

退職被保険者等国民健康保険税 △28,220

一部負担金

一部負担金

一般被保険者一部負担金

退職被保険者等一部負担金

使用料及び手数料 △1,200

手　数　料 △1,200

総務手数料

督促手数料 △1,200

国庫支出金

国庫補助金

災害臨時特例補助金

県　支　出　金 △477,730

県負担金・補助金 △477,730

保険給付費等交付金 △477,730

比 較款　　　項　　　目 本 年 度 前 年 度
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（単位千円）

節

医療給付費分現 ○医療給付費分現年課税特別徴収分

年課税分 ○医療給付費分現年課税普通徴収分

後期高齢者支援 ○後期高齢者支援金分現年課税特別徴収分

金分現年課税分 ○後期高齢者支援金分現年課税普通徴収分

介護納付金分現 ○介護納付金分現年課税特別徴収分

年課税分 ○介護納付金分現年課税普通徴収分

医療給付費分滞 ○医療給付費分滞納繰越分

納繰越分

後期高齢者支援 ○後期高齢者支援金分滞納繰越分

金分滞納繰越分

介護納付金分滞 ○介護納付金分滞納繰越分

納繰越分

医療給付費分滞 ○医療給付費分滞納繰越分

納繰越分

後期高齢者支援 ○後期高齢者支援金分滞納繰越分

金分滞納繰越分

介護納付金分滞 ○介護納付金分滞納繰越分

納繰越分

一部負担金 ○一部負担金

一部負担金 ○一部負担金

証明手数料 ○被保険者証明手数料

国民健康保険税 ○国民健康保険税督促手数料

督促手数料

災害臨時特例補 ○災害臨時特例補助金

助金

保険給付費等交 ○保険給付費等交付金（普通交付金）

付金（普通交付

金）

区 分 金 額
説 明
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(県負担金・補助金)

(保険給付費等交付金)

財政安定化基金支出金

財政安定化基金交付金

財　産　収　入 △399

財産運用収入 △399

利子及び配当金 △399

財産売払収入

物品売払収入

繰　入　金 △308,985

他会計繰入金 △8,985

一般会計繰入金 △8,985

基金繰入金 △300,000

国保財政調整基金繰入金 △300,000

繰　越　金

繰　越　金

繰　越　金

諸　収　入

加算金及び延滞金

一般被保険者加算金

一般被保険者延滞金

退職被保険者等延滞金

本 年 度 前 年 度 比 較款　　　項　　　目
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節

保険給付費等交 ○保険者努力支援分

付金（特別交付 ○特別調整交付金分

金） ○県繰入金

○特定健診等負担金

財政安定化基金 ○財政安定化基金交付金

交付金

利子及び配当金 ○国保財政調整基金利子

○高額療養資金貸付基金利子

物品売払収入 ○物品売払収入

保険基盤安定繰 ○保険基盤安定繰入金

入金

出産育児一時金 ○出産育児一時金等繰入金

等繰入金

職員給与費繰入 ○職員給与費繰入金

金

事務費繰入金 ○事務費繰入金

国保財政安定化 ○国保財政安定化支援事業繰入金

支援事業繰入金

その他一般会計 ○その他一般会計繰入金

繰入金

国保財政調整基 ○国保財政調整基金繰入金

金繰入金

前年度繰越金 ○前年度繰越金

一般被保険者加 ○一般被保険者加算金

算金

一般被保険者延 ○一般被保険者延滞金

滞金

退職被保険者等 ○退職被保険者等延滞金

延滞金

区 分 金 額
説 明

（ 185 ）



(加算金及び延滞金)

○. 退職被保険者等加算金 △1

雑　　入 △1,000

滞納処分費

一般被保険者第三者納付金

退職被保険者等第三者納付金

一般被保険者返納金

退職被保険者等返納金

雑　　入 △1,000

△891,500歳 入 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較款　　　項　　　目
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節

○廃　目

滞納処分費 ○滞納処分費

一般被保険者第 ○一般被保険者第三者納付金

三者納付金

退職被保険者等 ○退職被保険者等第三者納付金

第三者納付金

一般被保険者返 ○一般被保険者返納金

納金

一般被保険者返 ○一般被保険者返納金滞納繰越分

納金滞納繰越分

退職被保険者等 ○退職被保険者等返納金

返納金

退職被保険者等 ○退職被保険者等返納金滞納繰越分

返納金滞納繰越

分

雑入 ○印刷物頒布代金

○レセプト開示に関する収入

○指定公費負担金

区 分 金 額
説 明
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３．歳　出

　款　　項　　目

総　務　費

総務管理費 △5,067

一般管理費 △5,037

国民健康保険団 △30

体連合会負担金

徴　税　費

賦課徴収費

運営協議会費

運営協議会費

前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源
本 年 度
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（単位千円）

節

特定財源内訳

使用料及び手数料 県支出金

繰入金

特定財源内訳

県支出金 繰入金

特定財源内訳

県支出金 繰入金

報 酬 ○報酬　1人

給 料 会計年度任用職員　1人

職 員 手 当 等 ○会計年度任用職員期末手当

共 済 費 ○職員給与費　16人

旅 費 ○退職手当組合負担金

需 用 費 ○事務費

役 務 費

委 託 料

使 用 料 及 び

賃 借 料

負 担 金 補 助

及 び 交 付 金

負 担 金 補 助 ○国民健康保険団体連合会負担金

及 び 交 付 金

特定財源内訳

使用料及び手数料 繰入金

特定財源内訳

使用料及び手数料 繰入金

報 酬 ○報酬　3人

給 料 納税相談員（会計年度任用職員）　3人

職 員 手 当 等 ○会計年度任用職員期末手当

共 済 費 ○職員給与費　6人

旅 費 ○賦課徴収事務費

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使 用 料 及 び

賃 借 料

公 課 費

区 分 金 額
説 明
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　款　　項　　目

(運営協議会費)

(運営協議会費)

趣旨普及費

趣旨普及費

保険給付費 △453,230

療　養　諸　費 △353,160

一般被保険者療 △301,766

養給付費

退職被保険者等 △50,046

療養給付費

一般被保険者療 △1,519

養費

退職被保険者等 △591

療養費

審査支払手数料

高額療養費 △95,868

一般被保険者高 △76,045

額療養費

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源
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節

報 酬 ○報酬　15人

旅 費 運営協議会委員　15人

需 用 費 ○運営費

使 用 料 及 び

賃 借 料

負 担 金 補 助

及 び 交 付 金

特定財源内訳

繰入金

特定財源内訳

繰入金

需 用 費 ○事務費

特定財源内訳

県支出金 繰入金

特定財源内訳

県支出金

特定財源内訳

県支出金

負 担 金 補 助 ○一般被保険者療養給付費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

県支出金

負 担 金 補 助 ○退職被保険者等療養給付費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

県支出金

負 担 金 補 助 ○一般被保険者療養費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

県支出金

負 担 金 補 助 ○退職被保険者等療養費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

県支出金

委 託 料 ○審査支払手数料

特定財源内訳

県支出金

特定財源内訳

県支出金

区 分 金 額
説 明
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　款　　項　　目

(高額療養費)

(一般被保険者

高額療養費)

退職被保険者等 △19,823

高額療養費

一般被保険者高

額介護合算療養

費

退職被保険者等

高額介護合算療

養費

移　送　費

一般被保険者移

送費

退職被保険者移

送費

出産育児諸費 △4,202

出産育児一時金 △4,200

支払手数料 △2

葬　祭　諸　費

葬　祭　費

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源
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節

負 担 金 補 助 ○一般被保険者高額療養費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

県支出金

負 担 金 補 助 ○退職被保険者等高額療養費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

県支出金

負 担 金 補 助 ○一般被保険者高額介護合算療養費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

県支出金

負 担 金 補 助 ○退職被保険者等高額介護合算療養費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

県支出金

特定財源内訳

県支出金

負 担 金 補 助 ○一般被保険者移送費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

県支出金

負 担 金 補 助 ○退職被保険者移送費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

繰入金

特定財源内訳

繰入金

負 担 金 補 助 ○出産育児一時金

及 び 交 付 金

委 託 料 ○支払手数料

負 担 金 補 助 ○葬祭費

及 び 交 付 金

区 分 金 額
説 明
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　款　　項　　目

国民健康保険事業費 △442,403

納付金

医療給付費分 △311,306

一般被保険者医 △307,673

療給付費分

退職被保険者等 △3,633

医療給付費分

後期高齢者支援金 △117,650

分

一般被保険者後 △116,404

期高齢者支援金

分

退職被保険者等 △1,246

後期高齢者支援

金分

介護納付金分 △13,447

介護納付金分 △13,447

財政安定化基金拠出

金

財政安定化基金拠

出金

財政安定化基金

拠出金

保健事業費

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源
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節

特定財源内訳

県支出金 繰入金

特定財源内訳

県支出金 繰入金

特定財源内訳

県支出金 繰入金

負 担 金 補 助 ○一般被保険者医療給付費分

及 び 交 付 金

負 担 金 補 助 ○退職被保険者等医療給付費分

及 び 交 付 金

特定財源内訳

繰入金

特定財源内訳

繰入金

負 担 金 補 助 ○一般被保険者後期高齢者支援金分

及 び 交 付 金

負 担 金 補 助 ○退職被保険者等後期高齢者支援金分

及 び 交 付 金

特定財源内訳

繰入金

特定財源内訳

繰入金

負 担 金 補 助 ○介護納付金分

及 び 交 付 金

償 還 金 利 子 ○財政安定化基金拠出金

及 び 割 引 料

特定財源内訳

県支出金

区 分 金 額
説 明
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　款　　項　　目

(保健事業費)

特定健康診査・特

定保健指導費

特定健康診査・

特定保健指導費

保健事業費 △794

保健衛生普及費 △235

疾病予防費 △559

積　立　金 △399

基金積立金 △399

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源
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節

特定財源内訳

県支出金

特定財源内訳

県支出金

報 酬 ○報酬　2人

職 員 手 当 等 会計年度任用職員　2人

報 償 費 ○会計年度任用職員期末手当

旅 費 ○特定健康診査・特定保健指導費

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使 用 料 及 び

賃 借 料

負 担 金 補 助

及 び 交 付 金

特定財源内訳

県支出金

特定財源内訳

県支出金

報 酬 ○報酬　3人

職 員 手 当 等 訪問看護指導員（会計年度任用職員）　2人

報 償 費 会計年度任用職員　1人

旅 費 ○会計年度任用職員期末手当

需 用 費 ○医療費通知事業費

役 務 費 医療費通知事業費

委 託 料 後発医薬品差額通知事業費

使 用 料 及 び ○高額療養資金貸付事業費

賃 借 料 ○健康しおり作成事業費

繰 出 金 ○国保ヘルスアップ事業費

特定財源内訳

県支出金

需 用 費 ○人間ドック検診事業

役 務 費

委 託 料

特定財源内訳

財産収入

特定財源内訳

財産収入

区 分 金 額
説 明
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　款　　項　　目

(基金積立金)

国保財政調整基 △399

金積立金

高額療養費資金

貸付基金積立金

公　債　費

公　債　費

公　債　費

諸　支　出　金

償還金及び還付加

算金

一般被保険者保

険税還付金

退職被保険者等

保険税還付金

償　還　金

延　滞　金

延　滞　金

予　備　費

予　備　費

予　備　費

△891,500歳 出 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源
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節

特定財源内訳

財産収入

積 立 金 ○国保財政調整基金積立金

特定財源内訳

財産収入

積 立 金 ○高額療養費資金貸付基金積立金

償 還 金 利 子 ○利子

及 び 割 引 料

償 還 金 利 子 ○一般被保険者保険税還付金

及 び 割 引 料

償 還 金 利 子 ○退職被保険者等保険税還付金

及 び 割 引 料

償 還 金 利 子 ○償還金

及 び 割 引 料

償 還 金 利 子 ○延滞金

及 び 割 引 料

○予備費

特定財源内訳

使用料及び手数料 県支出金

財産収入 繰入金

区 分 金 額
説 明
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（単位 千円）

（単位 千円）

（単位 千円）

給 与 費

報酬 計職 員 手 当 等給 料

時間外勤務
手　当

△ 146

期末手当 地域手当管理職手当勤勉手当 （児童手当）

給 与 費（報酬）

前 年 度

本 年 度

合 計

比  較 △ 5 △ 9,120

本 年 度

前 年 度

共 済 費

その他の特別職

１ 特 別 職

区　分

その他の特別職

職 員 数（人）

扶養手当

（１） 総 括 （職員手当に児童手当は除く）

区　分
職 員 数

（人）

比    較

区分

本年度

　注 （）内は、短時間勤務職員数外書き

比較

合 計

 　 ア　会計年度任用職員以外の職員

給 与 費
共 済 費

報酬 給 料 職 員 手 当 等 計

本 年 度

区　分
職 員 数

（人）

職員手当等
の 内 訳

通勤手当

前年度

比較

給　与　費　明　細　書　（国民健康保険特別会計）

２ 一 般 職

（単位 千円）

比    較

前 年 度

住居手当
特殊勤務

手　当

　注 （）内は、短時間勤務職員数外書き

区分

本年度

前年度
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（単位 千円）

（単位 千円）

（単位 千円）

本年度

比較

本年度

前年度

区　分
職 員 数

（人）

比    較

前年度

比較

区分 期末手当

前年度

　注 （）内は、短時間勤務職員数外書き

（単位 千円）

合 計

本 年 度

前 年 度

比較

区分 期末手当

本年度職員手当等
の 内 訳

職員手当等
の 内 訳

区分

管理職手当

扶養手当

 給与改定の状況

人事院勧告による給料表の改定

 給与改定の状況

△ 146

（児童手当）地域手当

増減事由別内訳

その他の
増 減 分

給料表改定による差額

（２） 給料及び職員手当等の増減額の明細（会計年度任用職員は含まない）

勤勉手当の支給月数の引き上げ
（＋0.05月分）

給与改定実施時期 平成31年4月

説　明 備　考

　　イ　会計年度任用職員

勤勉手当

職員
手当等

 平均昇給率

新陳代謝及びその他異動等に
係る増減分

平均改定率　約0.1%

給料

区　分 増 減 額

改定に伴う
増 減 分

昇給に伴う
増 加 分

制度改正に
伴う増減分

その他の
増 減 分

新陳代謝及びその他異動等に
係る増減分

勤勉手当の増

給 与 費
共 済 費

報酬 給 料 職 員 手 当 等 計

住居手当
特殊勤務

手　当
通勤手当

時間外勤務
手　当
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職 員 数 (A)

昇 給 に 係 る 職 員 数 (B)

2号給

3号給

4号給

6号給

比 率　(B)／(A)

職 員 数 (A)

昇 給 に 係 る 職 員 数 (B)

3号給

4号給

6号給

8号給

比 率　(B)／(A)

 　オ　期末手当・勤勉手当

一般会計に同じ

 　カ　定年退職及び応募認定退職に係る退職手当

一般会計に同じ

 　キ　地域手当

一般会計に同じ

 　ク　特殊勤務手当

制度なし

 　ケ　その他の手当

一般会計に同じ

(円)

(人)

(人)

(人)

(人)

号 給 数 別 内 訳

(人)

区　分

大 学 卒 (円)

（人）

号 給 数 別 内 訳

前 年 度

(人)

(人)

(人)

(人)

(％)

(人)

(％)

(人)

(人)

高 校 卒 (円)

大 学 卒 (円)

高 校 卒 (円)
平成31年1月1日

現　在

令和2年1月1日
現　在

平均給料月額

（３） 給料及び職員手当等の状況

 　ア　職員１人当たり給与

一 般 行 政 職

34歳 6月

5級

　注 （）内は、短時間勤務職員数及び構成比外書き

4級

平成31年1月1日
現　在

（級別の基準となる職務）

 一般会計中の一般行政職に同じ

3級

計

1級

令和2年1月1日
現　在

 　イ　初任給

区　分

（％）

2級

区　分

一般行政職

 　ウ　級別職員数  　エ　昇給

一 般 行 政 職

6級

一般行政職

区　分
級

平 均 年 齢

国　の　制　度

行 政 職 (Ⅰ)

2級

6級

1級

計

3級

4級

5級

職員数 構成比

平均給与月額 (円)

平 均 年 齢 (歳)

平均給料月額 (円)

平均給与月額 (円)

(歳) 34歳 4月

本 年 度
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議案第 号

令和 年度小山市介護保険特別会計予算



 



議案第３号 
令 和 ２ 年 度 小 山 市 介 護 保 険 特 別 会 計 予 算 

 
令和２年度小山市の介護保険特別会計予算は、次に定めるところによる。 
（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１１，３３３，０００千円と定める。 
２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 
（一時借入金） 

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、

１，０００，０００千円と定める。 
（歳出予算の流用） 

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は次のとおりと定める。 
（1）各項に計上した給料、職員手当等及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 
（2）保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内で

のこれらの経費の各項の間の流用 
 
 

令和２年２月１７日提出 
小山市長 大久保 寿夫 
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　　　　　　　　　　第 １ 表　歳 入 歳 出 予 算
歳   入

款 項

保険料 千円

介護保険料

分担金及び負担金

負担金

使用料及び手数料

手数料

国庫支出金

国庫負担金

国庫補助金

支払基金交付金

支払基金交付金

県支出金

県負担金

財政安定化基金支出金

県補助金

財産収入

財産運用収入

財産売払収入

寄付金

寄付金

繰入金

一般会計繰入金

基金繰入金

繰越金

繰越金

市債

財政安定化基金貸付金

諸収入

延滞金、加算金及び過料

雑入

金　　　額

歳 入 合 計
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歳   出

款 項

総務費 千円

総務管理費

徴収費

介護認定審査会費

趣旨普及費

保険給付費

介護サービス等諸費

介護予防サービス等諸費

その他諸費

高額介護サービス等費

高額医療合算介護サービス等費

市町村特別給付費

特定入所者介護サービス等費

財政安定化基金拠出金

財政安定化基金拠出金

基金積立金

基金積立金

地域支援事業費

介護予防・生活支援サービス事

業費

一般介護予防事業費

包括的支援事業・任意事業費

その他諸費

公債費

財政安定化基金償還金

公債費

諸支出金

償還金及び還付加算金

延滞金

予備費

予備費

金　　　額

歳 出 合 計
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歳入歳出予算事項別明細書

１．総括

   歳　　　入 (単位　 千円)

款

保険料

分担金及び負担金

使用料及び手数料 △75 

国庫支出金

支払基金交付金

県支出金

財産収入

寄付金

繰入金

繰越金

市債

諸収入

予算に関する説明書

本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 比 較

歳 入 合 計
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   歳　　　出 (単位  千円)

款

国

県

国

県

国

県

国

県

本年度予算額 前年度予算額 比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国 県支 出金 地 方 債 そ の 他

総務費

基金積立金 △77,274

保険給付費

財政安定化基
金拠出金

地域支援事業
費

公債費

諸支出金

予備費

歳 出 合 計
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２．歳　入

保　険　料

介護保険料

第１号被保険者保険料

分担金及び負担金

負　担　金

一部負担金

使用料及び手数料 △75

手　数　料 △75

総務手数料

督促手数料 △75

国庫支出金

国庫負担金

介護給付費負担金

国庫補助金

調整交付金

地域支援事業交付金（介護予防・日常生

活支援総合事業）

地域支援事業交付金（介護予防・日常生

活支援総合事業以外）

事業費補助金

支払基金交付金

支払基金交付金

介護給付費交付金

地域支援事業支援交付金

県　支　出　金

県　負　担　金

介護給付費負担金

比 較款　　　項　　　目 本 年 度 前 年 度
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（単位千円）

節

現年度分特別徴 ○現年度分特別徴収保険料

収保険料

現年度分普通徴 ○現年度分普通徴収保険料

収保険料

滞納繰越分普通 ○滞納繰越分普通徴収保険料

徴収保険料

一部負担金 ○一部負担金

総務手数料 ○証明手数料

督促手数料 ○介護保険料督促手数料

現年度分 ○現年度分

過年度分 ○過年度分

現年度分調整交 ○現年度分調整交付金

付金

過年度分調整交 ○過年度分調整交付金

付金

現年度分 ○現年度分

過年度分 ○過年度分

現年度分 ○現年度分

過年度分 ○過年度分

介護保険事業費 ○介護保険事業費補助金

補助金

現年度分 ○現年度分

過年度分 ○過年度分

現年度分 ○現年度分

過年度分 ○過年度分

現年度分 ○現年度分

過年度分 ○過年度分

区 分 金 額
説 明
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(県　支　出　金)

財政安定化基金支出金

交　付　金

県　補　助　金

地域支援事業交付金（介護予防・日常生

活支援総合事業）

地域支援事業交付金（介護予防・日常生

活支援総合事業以外）

事業費補助金 △136

財　産　収　入

財産運用収入

利子及び配当金

財産売払収入

物品売払収入

寄　付　金

寄　付　金

一般寄付金

繰　入　金

一般会計繰入金

介護給付費繰入金

地域支援事業繰入金（介護予防・日常生

活支援総合事業）

地域支援事業繰入金（介護予防・日常生

活支援総合事業以外）

低所得者保険料軽減繰入金

その他一般会計繰入金

基金繰入金

介護保険給付基金繰入金

本 年 度 前 年 度 比 較款　　　項　　　目
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節

交付金 ○交付金

現年度分 ○現年度分

過年度分 ○過年度分

現年度分 ○現年度分

過年度分 ○過年度分

市民後見推進事 ○市民後見推進事業費補助金

業費補助金

介護保険事業費 ○介護保険事業費補助金

補助金

介護従事者確保 ○介護従事者確保事業費補助金

事業費補助金

利子及び配当金 ○利子及び配当金

物品売払収入 ○物品売払収入

一般寄付金 ○一般寄付金

現年度分 ○現年度分

過年度分 ○過年度分

現年度分 ○現年度分

過年度分 ○過年度分

現年度分 ○現年度分

過年度分 ○過年度分

現年度分 ○現年度分

過年度分 ○過年度分

職員給与費繰入 ○職員給与費繰入金

金

事務費繰入金 ○事務費繰入金

その他一般会計 ○その他一般会計繰入金

繰入金

介護保険給付基 ○介護保険給付基金繰入金

金繰入金

区 分 金 額
説 明
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繰　越　金

繰　越　金

繰　越　金

市　　債

財政安定化基金貸付金

財政安定化基金貸付金

諸　収　入

延滞金、加算金及び過料

第１号被保険者延滞金

第１号被保険者加算金

過　　料

雑　　入

滞納処分費

第三者納付金

返　納　金

雑　　入

歳 入 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較款　　　項　　　目
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節

繰越金 ○前年度繰越金

○精算返納分

財政安定化基金 ○財政安定化基金貸付金

貸付金

第１号被保険者 ○第１号被保険者延滞金

延滞金

第１号被保険者 ○第１号被保険者加算金

加算金

過料 ○過料

滞納処分費 ○滞納処分費

第三者納付金 ○第三者納付金

返納金 ○返納金

雑入 ○介護予防トレーニング事業自己負担金

○成年後見制度申立手数料等返還金

○介護保険料過年度還付金返戻金

○認知症予防教室自己負担金

○小山市いきいき百歳体操ＤＶＤ等頒布代金

○雑入

区 分 金 額
説 明
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３．歳　出

　款　　項　　目

総　務　費

総務管理費

一般管理費

連合会負担金

徴　収　費

賦課徴収費

介護認定審査会費

前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源
本 年 度

（ 214 ）



（単位千円）

節

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金

給 料 ○職員給与費　19人

職 員 手 当 等 ○退職手当組合負担金

共 済 費 ○市民後見推進事業費

報 償 費 ○介護従事者確保事業費

旅 費 ○事務費

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使 用 料 及 び

賃 借 料

負 担 金 補 助

及 び 交 付 金

特定財源内訳

繰入金

負 担 金 補 助 ○国民健康保険団体連合会負担金

及 び 交 付 金

特定財源内訳

繰入金

特定財源内訳

繰入金

給 料 ○職員給与費　4人

職 員 手 当 等 ○賦課徴収事務費

共 済 費

需 用 費

役 務 費

使 用 料 及 び

賃 借 料

負 担 金 補 助

及 び 交 付 金

特定財源内訳

繰入金

区 分 金 額
説 明

（ 215 ）



　款　　項　　目

(介護認定審査会

費)

介護認定審査会

費

認定調査等費

趣旨普及費

趣旨普及費

保険給付費

介護サービス等諸

費

居宅介護サービ

ス等給付費

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源

（ 216 ）



節

特定財源内訳

繰入金

報 酬 ○報酬　93人

職 員 手 当 等 介護認定審査委員　92人

報 償 費 会計年度任用職員　1人

需 用 費 ○会計年度任用職員期末手当

役 務 費 ○介護認定審査会運営費

使 用 料 及 び

賃 借 料

特定財源内訳

繰入金

報 酬 ○報酬　16人

給 料 介護認定調査員（会計年度任用職員）　16人

職 員 手 当 等 ○会計年度任用職員期末手当

共 済 費 ○職員給与費　5人

報 償 費 ○事務費

旅 費

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使 用 料 及 び

賃 借 料

公 課 費

特定財源内訳

繰入金

特定財源内訳

繰入金

需 用 費 ○事務費

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

区 分 金 額
説 明

（ 217 ）



　款　　項　　目

(介護サービス等

諸費)

(居宅介護サー

ビス等給付費)

特例居宅介護サ

ービス給付費

地域密着型介護

サービス給付費

特例地域密着型

介護サービス給

付費

施設介護サービ

ス給付費

特例施設介護サ

ービス給付費

居宅介護福祉用

具購入費

居宅介護住宅改

修費

居宅介護サービ

ス計画給付費

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源

（ 218 ）



節

負 担 金 補 助 ○居宅介護サービス等給付費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

負 担 金 補 助 ○特例居宅介護サービス給付費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

負 担 金 補 助 ○地域密着型介護サービス給付費

及 び 交 付 金

負 担 金 補 助 ○特例地域密着型介護サービス給付費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

負 担 金 補 助 ○施設介護サービス給付費

及 び 交 付 金

負 担 金 補 助 ○特例施設介護サービス給付費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

負 担 金 補 助 ○居宅介護福祉用具購入費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

負 担 金 補 助 ○居宅介護住宅改修費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

区 分 金 額
説 明

（ 219 ）



　款　　項　　目

(介護サービス等

諸費)

(居宅介護サー

ビス計画給付費

特例居宅介護サ

ービス計画給付

費

介護予防サービス

等諸費

介護予防サービ

ス給付費

特例介護予防サ

ービス給付費

地域密着型介護

予防サービス給

付費

特例地域密着型

介護予防サービ

ス給付費

介護予防福祉用

具購入費

介護予防住宅改

修費

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源

（ 220 ）



節

繰入金 支払基金交付金

負 担 金 補 助 ○居宅介護サービス計画給付費

及 び 交 付 金

負 担 金 補 助 ○特例居宅介護サービス計画給付費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

負 担 金 補 助 ○介護予防サービス給付費

及 び 交 付 金

負 担 金 補 助 ○特例介護予防サービス給付費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

負 担 金 補 助 ○地域密着型介護予防サービス給付費

及 び 交 付 金

負 担 金 補 助 ○特例地域密着型介護予防サービス給付費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

負 担 金 補 助 ○介護予防福祉用具購入費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

区 分 金 額
説 明

（ 221 ）



　款　　項　　目

(介護予防サービ

ス等諸費)

(介護予防住宅

改修費)

介護予防サービ

ス計画給付費

特例介護予防サ

ービス計画給付

費

その他諸費

審査支払手数料

高額介護サービス

等費

高額介護サービ

ス費

高額介護予防サ △29

ービス費

高額医療合算介護

サービス等費

高額医療合算介

護サービス費

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源

（ 222 ）



節

負 担 金 補 助 ○介護予防住宅改修費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

負 担 金 補 助 ○介護予防サービス計画給付費

及 び 交 付 金

負 担 金 補 助 ○特例介護予防サービス計画給付費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

役 務 費 ○審査支払手数料

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

負 担 金 補 助 ○高額介護サービス費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

負 担 金 補 助 ○高額介護予防サービス費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

区 分 金 額
説 明

（ 223 ）



　款　　項　　目

(高額医療合算介

護サービス等費)

(高額医療合算

介護サービス費

高額医療合算介 △81

護予防サービス

費

市町村特別給付費

市町村特別給付

費

特定入所者介護サ

ービス等費

特定入所者介護

サービス費

特例特定入所者

介護サービス費

特定入所者介護

予防サービス費

特例特定入所者

介護予防サービ

ス費

財政安定化基金拠出

金

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源

（ 224 ）



節

負 担 金 補 助 ○高額医療合算介護サービス等費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

負 担 金 補 助 ○高額医療合算介護予防サービス等費

及 び 交 付 金

負 担 金 補 助 ○市町村特別給付費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

負 担 金 補 助 ○特定入所者介護サービス費

及 び 交 付 金

負 担 金 補 助 ○特例特定入所者介護サービス費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

負 担 金 補 助 ○特定入所者介護予防サービス費

及 び 交 付 金

負 担 金 補 助 ○特例特定入所者介護予防サービス費

及 び 交 付 金

区 分 金 額
説 明

（ 225 ）



　款　　項　　目

(財政安定化基金拠

出金)

財政安定化基金拠

出金

財政安定化基金

拠出金

基金積立金 △77,274

基金積立金 △77,274

介護保険給付基 △77,274

金積立金

地域支援事業費

介護予防・生活支

援サービス事業費

介護予防・生活

支援サービス事

業費

介護予防ケアマ

ネージメント事

業費

一般介護予防事業 △1,881

費

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源

（ 226 ）



節

負 担 金 補 助 ○財政安定化基金拠出金

及 び 交 付 金

積 立 金 ○介護保険給付基金積立金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 諸収入

支払基金交付金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

需 用 費 ○介護予防・生活支援サービス事業費

委 託 料 訪問型サービス事業費

負 担 金 補 助 通所型サービス事業費

及 び 交 付 金 生活支援サービス事業費

配食サービス事業費

高額介護サービス費相当事業費

高額医療合算介護サービス費相当事業費

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

報 酬 ○報酬　2人

職 員 手 当 等 会計年度任用職員　2人

負 担 金 補 助 ○会計年度任用職員期末手当

及 び 交 付 金 ○介護予防ケアマネジメント事業費

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 諸収入

区 分 金 額
説 明

（ 227 ）



　款　　項　　目

一般介護予防事 △1,881

業費

包括的支援事業・

任意事業費

権利擁護事業費

包括的・継続的

ケアマネジメン

ト支援事業費

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源

（ 228 ）



節

支払基金交付金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 諸収入

支払基金交付金

報 酬 ○報酬　1人

報 償 費 介護予防自立支援指導員（会計年度任用職員）　1人

需 用 費 ○一般介護予防事業費

役 務 費 介護予防普及啓発事業費

委 託 料 介護予防教室事業費

使 用 料 及 び 地域介護予防活動支援事業費

賃 借 料 介護予防手帳配布事業費

備 品 購 入 費 いきいきふれあい事業費

負 担 金 補 助 シニア元気あっぷ塾事業費

及 び 交 付 金 介護予防活動支援事業費

介護ボランティア支援事業費

介護予防トレーニング事業費

介護予防体操普及事業費

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金

報 償 費 ○権利擁護事業費

需 用 費 成年後見制度利用支援事業費

委 託 料 高齢者虐待防止ネットワーク運営事業費

負 担 金 補 助

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金

報 償 費 ○包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費

需 用 費 地域包括支援センター事業費

役 務 費 地域包括支援センター運営事業費

委 託 料 地域包括支援センター運営協議会事業費

使 用 料 及 び

賃 借 料

区 分 金 額
説 明

（ 229 ）



　款　　項　　目

(包括的支援事業

・任意事業費)

任意事業費

在宅医療・介護 △2,777

連携推進事業費

生活支援体制整 △65

備事業費

認知症総合支援

事業費

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源

（ 230 ）



節

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金

報 酬 ○報酬　3人

職 員 手 当 等 介護ケアマネジメント指導員（会計年度任用職員）　3人

報 償 費 ○会計年度任用職員期末手当

需 用 費 ○任意事業費

役 務 費 介護用品支給事業費

委 託 料 介護給付等費用適正化事業費

使 用 料 及 び 住宅改修支援事業費

賃 借 料 配食支援事業費

負 担 金 補 助 高齢者要援護者マップ事業費

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金

報 償 費 ○在宅医療・介護連携推進事業費

旅 費

需 用 費

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金

報 償 費 ○生活支援サービス基盤整備事業費

需 用 費

委 託 料

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金

報 酬 ○報酬　9人

職 員 手 当 等 認知症相談員　1人

報 償 費 認知症初期集中支援チーム員（医師）　1人

旅 費 認知症嘱託医　1人

需 用 費 認知症地域支援推進員（会計年度任用職員）　3人

役 務 費 認知症初期集中支援チーム員（会計年度任用職員）　3人

委 託 料 ○会計年度任用職員期末手当

使 用 料 及 び ○認知症総合支援事業費

賃 借 料

説 明
区 分 金 額
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　款　　項　　目

(包括的支援事業

・任意事業費)

(認知症総合支

援事業費)

その他諸費

審査支払手数料

公　債　費

財政安定化基金償

還金

財政安定化基金

償還金

公　債　費

利　　子

諸　支　出　金

償還金及び還付加

算金

第１号被保険者

保険料還付金

償　還　金

第１号被保険者

還付加算金

延　滞　金

延　滞　金

比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源
本 年 度 前 年 度
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節

負 担 金 補 助

及 び 交 付 金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 支払基金交付金

役 務 費 ○審査支払手数料

償 還 金 利 子 ○財政安定化基金償還金

及 び 割 引 料

償 還 金 利 子 ○償還利子

及 び 割 引 料

償 還 金 利 子 ○第１号被保険者保険料還付金

及 び 割 引 料

償 還 金 利 子 ○償還金

及 び 割 引 料

償 還 金 利 子 ○第１号被保険者還付加算金

及 び 割 引 料

償 還 金 利 子 ○延滞金

及 び 割 引 料

区 分 金 額
説 明
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　款　　項　　目

予　備　費

予　備　費

予　備　費

特 定 財 源 一 般 財 源

歳 出 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳
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節

○予備費

特定財源内訳

国庫支出金 県支出金

繰入金 諸収入

支払基金交付金

区 分 金 額
説 明
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（単位 千円）

（単位 千円）

比較 △ 270

前 年 度

本 年 度 その他の特別職

区  分 職員数（人）

前 年 度 その他の特別職

職員手当等
の 内 訳

本年度

前年度

共 済 費

本 年 度

合 計

給　与　費　明　細　書　（介護保険特別会計）

前 年 度

比    較

給与費（報酬）

（単位 千円）

区　分

比  較 △ 22 △ 51,902

２ 一 般 職

１ 特 別 職

本年度

△ 561 △ 10

区分 期末手当 勤勉手当 管理職手当 地域手当 （児童手当）

比較 △ 138

比    較 △ 757 △ 685

　注 （）内は、短時間勤務職員数外書き

△ 2

本 年 度

（１） 総 括 （職員手当に児童手当は除く）

職 員 数
（人）

給 与 費

報酬 給 料 職 員 手 当 等 計

給 与 費
共 済 費 合 計

報酬 給 料 職 員 手 当 等 計

（単位 千円）

区分 扶養手当 住居手当
特殊勤務

手　当
通勤手当

時間外勤務
手　当

前年度

△ 757

　注 （）内は、短時間勤務職員数外書き

 　 ア　会計年度任用職員以外の職員

区　分
職 員 数

（人）
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（単位 千円）

（単位 千円）

 給与改定の状況

勤勉手当の支給月数の引き上げ
（＋0.05月分）職員

手当等

制度改正に
伴う増減分

勤勉手当の増

その他の
増 減 分

△ 583

給料 △ 757

改定に伴う
増　減　分

 給与改定の状況

人事院勧告による給料表の改定

平均改定率　約0.1%

給与改定実施時期 平成31年4月

昇給に伴う
増 加 分

その他の
増 減 分

△ 2,369

 平均昇給率

給料表改定による差額

区　分 増 減 額 増減事由別内訳 備　考説　明

（単位 千円）

前年度

前年度

新陳代謝及びその他異動等に
係る増減分

新陳代謝及びその他異動等に
係る増減分

△ 270

比較 △ 138 △ 561 △ 10

期末手当

　注 （）内は、短時間勤務職員数外書き

（単位 千円）

職員手当等
の 内 訳

区分

前 年 度

比    較

△ 690

職員手当等
の 内 訳

区分 扶養手当 住居手当
特殊勤務

手　当
通勤手当

時間外勤務
手　当

本年度

区分 期末手当 勤勉手当 管理職手当

比較

地域手当 （児童手当）

本年度

（２） 給料及び職員手当等の増減額の明細（会計年度任用職員は含まない）

　　イ　会計年度任用職員

区　分
職 員 数

（人）
給 与 費

共 済 費 合 計
報酬 給 料 職 員 手 当 等 計

本年度

前年度

比較

本 年 度
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職 員 数 (A)

昇 給 に 係 る 職 員 数 (B)

2号給

3号給

4号給

6号給

比 率　(B)／(A)

職 員 数 (A)

昇 給 に 係 る 職 員 数 (B)

3号給

4号給

6号給

8号給

比 率　(B)／(A)

 　オ　期末手当・勤勉手当
一般会計に同じ

 　カ　定年退職及び応募認定退職に係る退職手当
一般会計に同じ

 　キ　地域手当
一般会計に同じ

 　ク　特殊勤務手当
制度なし

 ケ　その他の手当
一般会計に同じ

（級別の基準となる職務）
　一般会計中の一般行政職に同じ

4級

3級

2級

1級

計

区　分

本 年 度

前 年 度

級

6級

一 般 行 政 職

5級

4級

3級

2級

1級

計

 　イ　初任給

6級

5級

　注 （）内は、短時間勤務職員数及び構成比外書き

平成31年1月1日
現　在

(人)

(％)

号 給 数 別 内 訳

号 給 数 別 内 訳

(人)

(人)

(人)

(％)

(人)

(人)

(人)

(人)

(人)

(人)

（３） 給料及び職員手当等の状況

平均給料月額 (円)

平均給与月額 (円)

平 均 年 齢 (歳)

区　分

一般行政職

令和2年1月1日
現　在

高 校 卒 (円)

大 学 卒 (円)

37歳 7月 国　の　制　度

平成31年1月1日
現　在

行 政 職 (Ⅰ)

平均給与月額 (円) 高 校 卒 (円)

平均給料月額 (円)

 　エ　昇給

区　分

(人)
職員数
（人）

37歳 6月

構成比
（％）

平 均 年 齢 (歳) 大 学 卒 (円)

令和2年1月1日
現　在

 　ア　職員１人当たり給与

一 般 行 政 職 区　分 一 般 行 政 職

(人)

 　ウ　級別職員数
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額
又は支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

期 間 期 間

－ ～

（単位　　千円）

№ 事 項 限 度 額

前年度末までの 当該年度以降の 左 の 財 源 内 訳

支出（見込 ）額 支 出 予 定 額 特 定 財 源 一 般
財 源金 額 金 額 国 ・ 県 地 方 債 そ の 他

地域包括支援セン
ターシステム賃貸借

令和
2年度

令和
6年度
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議案第 号

令和 年度小山市後期高齢者医療特別会計予算



 



議案第４号 
令和２年度小山市後期高齢者医療特別会計予算 

 
令和２年度小山市の後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところによる。 
（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，８３０，６００千円と定める。 
２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 
（一時借入金） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定による

一時借入金の借入の最高額は、１０，０００千円と定める。 
 
 

令和２年２月１７日提出 
小山市長 大久保 寿夫 
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　　　　　　　　　　第 １ 表　歳 入 歳 出 予 算
歳   入

款 項

後期高齢者医療保険料 千円

後期高齢者医療保険料

使用料及び手数料

手数料

寄付金

寄付金

繰入金

一般会計繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

延滞金、加算金及び過料

償還金及び還付加算金

預金利子

雑入

歳   出

款 項

総務費 千円

総務管理費

徴収費

後期高齢者医療広域連合納付金

後期高齢者医療広域連合納付金

後期高齢者健診事業費

後期高齢者健診事業費

諸支出金

償還金及び還付加算金

金　　　額

歳 入 合 計

金　　　額

歳 出 合 計
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歳入歳出予算事項別明細書

１．総括

   歳　　　入 (単位　 千円)

款

後期高齢者医療保険料

使用料及び手数料 △38 

寄付金

繰入金

繰越金 △1,053 

諸収入 △822 

予算に関する説明書

本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 比 較

歳 入 合 計

   歳　　　出 (単位  千円)

款

国

県

△1,053

歳 出 合 計

後期高齢者健
診事業費

後期高齢者医
療広域連合納
付金

△577

総務費

諸支出金

本年度予算額 前年度予算額 比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他
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２．歳　入

後期高齢者医療保険料

後期高齢者医療保険料

後期高齢者医療保険料

使用料及び手数料 △38

手　数　料 △38

総務手数料

督促手数料 △38

寄　付　金

寄　付　金

一般寄付金

繰　入　金

一般会計繰入金

一般会計繰入金

繰　越　金 △1,053

繰　越　金 △1,053

繰　越　金 △1,053

諸　収　入 △822

延滞金、加算金及び過料

延　滞　金

償還金及び還付加算金

保険料還付金

預　金　利　子

預　金　利　子

雑　　入 △862

弁　償　金

雑　　入 △862

歳 入 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較款　　　項　　　目
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（単位千円）

節

現年度分特別徴 ○現年度分特別徴収保険料

収保険料

現年度分普通徴 ○現年度分普通徴収保険料

収保険料

滞納繰越分普通 ○滞納繰越分普通徴収保険料

徴収保険料

総務手数料 ○総務手数料

督促手数料 ○督促手数料

一般寄付金 ○一般寄付金

保険基盤安定繰 ○保険基盤安定繰入金

入金

健診事業繰入金 ○健診事業繰入金

職員給与費繰入 ○職員給与費繰入金

金

事務費繰入金 ○事務費繰入金

繰越金 ○繰越金

延滞金 ○延滞金

保険料還付金 ○保険料還付金

預金利子 ○預金利子

弁償金 ○弁償金

雑入 ○雑入

後期高齢者健診 ○後期高齢者健診事業負担金

事業負担金

説 明
区 分 金 額
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３．歳　出

　款　　項　　目

総　務　費

総務管理費

一般管理費

徴　収　費

賦課徴収費

後期高齢者医療広域

連合納付金

後期高齢者医療広

域連合納付金

後期高齢者医療

広域連合納付金

後期高齢者健診事業 △577

費

後期高齢者健診事 △577

業費

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源
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（単位千円）

節

特定財源内訳

繰入金

特定財源内訳

繰入金

特定財源内訳

繰入金

給 料 ○職員給与費　6人

職 員 手 当 等 ○退職手当組合負担金

共 済 費 ○事務費

旅 費

需 用 費

役 務 費

使 用 料 及 び

賃 借 料

負 担 金 補 助

及 び 交 付 金

特定財源内訳

繰入金

特定財源内訳

繰入金

給 料 ○職員給与費　3人

職 員 手 当 等 ○賦課徴収事務費

共 済 費

需 用 費

役 務 費

使 用 料 及 び

賃 借 料

特定財源内訳

繰入金

特定財源内訳

繰入金

特定財源内訳

繰入金

負 担 金 補 助 ○広域連合納付金

及 び 交 付 金

特定財源内訳

繰入金 諸収入

特定財源内訳

繰入金 諸収入

区 分 金 額
説 明
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　款　　項　　目

(後期高齢者健診

事業費)

後期高齢者健診 △577

事業費

諸　支　出　金 △1,053

償還金及び還付加 △1,053

算金

保険料還付金

○. 償還金 △1,053

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源

歳 出 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較
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節

特定財源内訳

繰入金 諸収入

需 用 費 ○後期高齢者健診事業費

役 務 費

委 託 料

負 担 金 補 助

及 び 交 付 金

償 還 金 利 子 ○保険料還付金

及 び 割 引 料

○廃　目

特定財源内訳

繰入金 諸収入

区 分 金 額
説 明
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（単位 千円）

職員
手当等

制度改正に
伴う増減分

 給与改定の状況

勤勉手当の支給月数の引き上げ
（＋0.05月分）

勤勉手当の増

新陳代謝及びその他異動等に
係る増減分

その他の
増 減 分

給料

改定に伴う
増　減　分

 給与改定の状況

平均改定率　約0.1%

給与改定実施時期 平成31年4月

昇給に伴う
増 加 分

その他の
増 減 分

 平均昇給率

新陳代謝及びその他異動等に
係る増減分

給料表改定による差額

本年度

区　分 増 減 額 増減事由別内訳 備　考

比　較

説　明

職員手当等
の 内 訳

区 分 扶養手当 住居手当
特殊勤務

手　当

前年度

区 分 期末手当 勤勉手当 管理職手当 地域手当 （児童手当）

比　較 △ 312 △ 253

給　与　費　明　細　書　（後期高齢者医療特別会計）

前年度

時間外勤務
手　当

本年度

（単位 千円）

　注 （）内は、短時間勤務職員数外書き

比    較

通勤手当

１ 特 別 職

区　分
職 員 数

（人）
給 与 費

共 済 費 合 計
給 料 職 員 手 当 等 計

（１） 総 括 （職員手当等に児童手当は除く） （単位 千円）

該　当　者　な　し

２ 一 般 職

前 年 度

本 年 度

（２） 給料及び職員手当等の増減額の明細（会計年度任用職員は含まない）
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職 員 数 (A)

昇 給 に 係 る 職 員 数 (B)

3号給

4号給

6号給

8号給

比 率　(B)／(A)

職 員 数 (A)

昇 給 に 係 る 職 員 数 (B)

3号給

4号給

6号給

8号給

比 率　(B)／(A)

 　オ　期末手当・勤勉手当

 　カ　定年退職及び応募認定退職に係る退職手当

 　キ　地域手当

 　ク　特殊勤務手当

 ケ　その他の手当

（３） 給料及び職員手当等の状況

 　ア　職員１人当たり給与  　イ　初任給

区　分 一 般 行 政 職 区　分 一 般 行 政 職

大 学 卒 (円)

級
職員数 構成比

大 学 卒 (円)

37歳9月

高 校 卒 (円)

29歳6月(歳)

令和2年1月1日
現　在

平均給与月額

前 年 度
号 給 数 別 内 訳

(％)

高 校 卒 (円)平均給料月額 (円)

(円)

平 均 年 齢 (歳)

平均給料月額 (円)

国　の　制　度

行 政 職 (Ⅰ)

平均給与月額 (円)

6級

一般会計に同じ

1級

3級

一般会計に同じ

計

2級

5級

4級

一般会計に同じ

制度なし

一般会計に同じ

平成31年1月1日
現　在

6級

5級

4級

2級

3級

　注 （）内は、短時間勤務職員数及び構成比外書き

（級別の基準となる職務）

　一般会計中の一般行政職に同じ

計

1級

令和2年1月1日
現　在

(人)

(人)

(人)

(人)

(人)

(人)

 　ウ　級別職員数  　エ　昇給

区　分

一 般 行 政 職 区　分 一般行政職

（人） （％）

平 均 年 齢

本 年 度
号 給 数 別 内 訳

(人)

(人)

(人)

(人)

(人)

(人)

(％)

平成31年1月1日
現　在
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（ 252 ）



議案第 号

令和 年度小山市病院事業債管理事業特別会計予算



 



議案第５号 
令和２年度小山市病院事業債管理事業特別会計予算  

 
令和２年度小山市の病院事業債管理事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 
（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７６９，８００千円と定める。 
２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 
（地 方 債） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３０条第１項の規定により起こす

ことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、

「第２表 地方債」による。 
（一時借入金） 

第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、

３００，０００千円と定める。 
 
 

令和２年２月１７日提出 
小山市長 大久保 寿夫 

（ 253 ）



　　　　　　　　　　第 １ 表　歳 入 歳 出 予 算
歳   入

款 項

諸収入 千円

貸付金元利収入

市債

市債

歳   出

款 項

貸付金 千円

貸付金

公債費

公債費

金　　　額

歳 入 合 計

金　　　額

歳 出 合 計

（ 254 ）



限　度　額 起債の方法 利　　率 償　還　の　方　法

千円

新 小 山 市 民 病 院 普通貸借
医 療 機 械 器 具 又は
整 備 事 業 証券発行

第　２　表　　　地　　方　　債　

起　債　の　目　的

  年3.5%以内
（ただし、利率見直し方
式で借り入れる資金に
ついて、利率の見直し
を行った後においては
当該見直し後の利率）

　政府資金については、その
融資条件により、銀行その他
の場合にはその債権者と協
定するものによる。ただし、市
財政の都合により据置期間
及び償還期限を延長し、短
縮し、若しくは繰上償還、又
は借換えすることができる。

（ 255 ）



歳入歳出予算事項別明細書

１．総括

   歳　　　入 (単位　 千円)

款

諸収入 △123,200 

市債

△73,200 

予算に関する説明書

本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 比 較

歳 入 合 計

（ 256 ）



   歳　　　出 (単位  千円)

款

国

県

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国 県支 出金 地 方 債 そ の 他

貸付金

本年度予算額 前年度予算額 比 較

公債費 △123,200

歳 出 合 計 △73,200

（ 257 ）



２．歳　入

諸　収　入 △123,200

貸付金元利収入 △123,200

貸付金元利収入 △123,200

市　　債

市　　債

病院事業債

△73,200歳 入 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較款　　　項　　　目

（ 258 ）



（単位千円）

節

新小山市民病院 ○新小山市民病院貸付金元利収入

貸付金元利収入

新小山市民病院 ○新小山市民病院医療機械器具整備事業資金貸付事業債

貸付事業債

説 明
区 分 金 額

（ 259 ）



３．歳　出

　款　　項　　目

貸　付　金

貸　付　金

貸　付　金

公　債　費 △123,200

公　債　費 △123,200

元　　金 △122,219

利　　子 △981

△73,200歳 出 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源

（ 260 ）



（単位千円）

節

特定財源内訳

市債

特定財源内訳

市債

特定財源内訳

市債

貸 付 金 ○新小山市民病院貸付事業費

新小山市民病院医療機械器具整備事業資金貸付事業費

特定財源内訳

諸収入

特定財源内訳

諸収入

特定財源内訳

諸収入

償 還 金 利 子 ○病院事業債元金償還金

及 び 割 引 料

特定財源内訳

諸収入

償 還 金 利 子 ○病院事業債利子償還金

及 び 割 引 料

特定財源内訳

諸収入 市債

区 分 金 額
説 明

（ 261 ）



（単位　千円）

前 々 年 度 末 前 年 度 末 当 該 年 度 末

現 在 高 現在高見込み 起 債 見 込 額 元金償還見込額 現在高見込額

地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末

及び当該年度末における現在高の見込に関する調書

区             分
当 該 年 度 中 増 減 見 込

病 院 事 業 債

（ 262 ）



議案第 号

令和 年度小山市墓園やすらぎの森事業特別会計予算



 



議案第６号 
令和２年度小山市墓園やすらぎの森事業特別会計予算 

 
令和２年度小山市の墓園やすらぎの森事業特別会計予算は、次に定めるところによ

る。 
（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１４８，０００千円と定める。 
２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 
（地 方 債） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３０条第１項の規定により起こす

ことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、

「第２表 地方債」による。 
（一時借入金） 

第３条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定による

一時借入金の借入の最高額は、５，０００千円と定める。 
 
 

令和２年２月１７日提出 
小山市長 大久保 寿夫 

（ 263 ）



　　　　　　　　　　第 １ 表　歳 入 歳 出 予 算
歳   入

款 項

使用料及び手数料 千円

使用料

手数料

繰越金

繰越金

諸収入

雑入

市債

市債

歳   出

款 項

総務費 千円

総務管理費

墓園整備事業費

墓園整備事業費

公債費

公債費

予備費

予備費

金　　　額

歳 入 合 計

金　　　額

歳 出 合 計

（ 264 ）



限　度　額 起債の方法 利　　率 償　還　の　方　法

千円

普通貸借
墓 園 整 備 事 業 又は

証券発行

第　２　表　　　地　　方　　債　

起　債　の　目　的

  年3.5%以内
（ただし、利率見直し方
式で借り入れる資金に
ついて、利率の見直し
を行った後においては
当該見直し後の利率）

　政府資金については、その
融資条件により、銀行その他
の場合にはその債権者と協
定するものによる。ただし、市
財政の都合により据置期間
及び償還期限を延長し、短
縮し、若しくは繰上償還、又
は借換えすることができる。

（ 265 ）



歳入歳出予算事項別明細書

１．総括

   歳　　　入 (単位　 千円)

款

使用料及び手数料

繰越金

諸収入

市債

予算に関する説明書

本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 比 較

歳 入 合 計

（ 266 ）



   歳　　　出 (単位  千円)

款

国

県

本年度予算額 前年度予算額 比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国 県支 出金 地 方 債 そ の 他

総務費

予備費

墓園整備事業費

歳 出 合 計

公債費

（ 267 ）



２．歳　入

使用料及び手数料

使　用　料

墓地使用料

手　数　料

墓地管理料

繰　越　金

繰　越　金

繰　越　金

諸　収　入

雑　　入

雑　　入

市　　債

市　　債

墓園整備事業債

歳 入 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較款　　　項　　　目

（ 268 ）



（単位千円）

節

墓地使用料 ○墓地使用料

墓地管理料 ○墓地管理料

過年度墓地管理 ○過年度墓地管理料

料

前年度繰越金 ○前年度繰越金

雑入 ○雑入

墓園整備事業債 ○墓園整備事業債

説 明
区 分 金 額

（ 269 ）



３．歳　出

　款　　項　　目

総　務　費

総務管理費

一般管理費

墓園整備事業費

墓園整備事業費

墓園整備事業費

公　債　費

公　債　費

元　　金

利　　子

予　備　費

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源

（ 270 ）



（単位千円）

節

特定財源内訳

使用料及び手数料

特定財源内訳

使用料及び手数料

特定財源内訳

使用料及び手数料

旅 費 ○事務費

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使 用 料 及 び

賃 借 料

負 担 金 補 助

及 び 交 付 金

償 還 金 利 子

及 び 割 引 料

公 課 費

特定財源内訳

使用料及び手数料 市債

特定財源内訳

使用料及び手数料 市債

特定財源内訳

使用料及び手数料 市債

報 酬 ○報酬　12人

旅 費 墓園やすらぎの森審議会委員　12人

需 用 費 ○墓園やすらぎの森整備費

委 託 料

工 事 請 負 費

特定財源内訳

使用料及び手数料

特定財源内訳

使用料及び手数料

特定財源内訳

使用料及び手数料

償 還 金 利 子 ○墓園整備事業債元金償還金

及 び 割 引 料

償 還 金 利 子 ○墓園整備事業債利子償還金

及 び 割 引 料

区 分 金 額
説 明

（ 271 ）



　款　　項　　目

(予　備　費)

予　備　費

予　備　費

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源

歳 出 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較

（ 272 ）



節

○予備費

特定財源内訳

使用料及び手数料 市債

区 分 金 額
説 明

（ 273 ）



（単位　千円）

前 々 年 度 末 前 年 度 末 当 該 年 度 末

現 在 高 現在高見込み 起 債 見 込 額 元金償還見込額 現在高見込額

地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末

墓 園 整 備 事 業 債

及び当該年度末における現在高の見込に関する調書

区             分
当 該 年 度 中 増 減 見 込

（ 274 ）



議案第 号

令和 年度小山市栃木県南地方卸売市場特別会計予算



 



議案第７号 
令和２年度小山市栃木県南地方卸売市場特別会計予算 

 
令和２年度小山市の栃木県南地方卸売市場特別会計予算は、次に定めるところによ

る。 
（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１８，５００千円と定める。 
２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 
（一時借入金） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定による

一時借入金の借入の最高額は、２，０００千円と定める。 
 
 

令和２年２月１７日提出 
小山市長 大久保 寿夫 

（ 275 ）



　　　　　　　　　　第 １ 表　歳 入 歳 出 予 算
歳   入

款 項

分担金及び負担金 千円

負担金

使用料及び手数料

使用料

財産収入

財産運用収入

繰入金

他会計繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

預金利子

歳   出

款 項

総務費 千円

総務管理費

施設管理費

予備費

予備費

金　　　額

歳 入 合 計

金　　　額

歳 出 合 計

（ 276 ）



歳入歳出予算事項別明細書

１．総括

   歳　　　入 (単位　 千円)

款

分担金及び負担金 △11,768 

使用料及び手数料 △1,606 

財産収入

繰入金 △22,746 

繰越金

諸収入

△36,100 

予算に関する説明書

本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 比 較

歳 入 合 計

   歳　　　出 (単位  千円)

款

国

県
歳 出 合 計 △36,100

予備費 △500

総務費 △35,600

本年度予算額 前年度予算額 比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

（ 277 ）



２．歳　入

分担金及び負担金 △11,768

負　担　金 △11,768

負　担　金 △11,768

使用料及び手数料 △1,606

使　用　料 △1,606

施設使用料 △1,606

財　産　収　入

財産運用収入

財産貸付収入

利子及び配当金

繰　入　金 △22,746

他会計繰入金 △22,746

一般会計繰入金 △22,746

繰　越　金

繰　越　金

繰　越　金

諸　収　入

預　金　利　子

預　金　利　子

△36,100歳 入 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較款　　　項　　　目

（ 278 ）



（単位千円）

節

構成市町負担金 ○栃木市負担金

○下野市負担金

○壬生町負担金

○野木町負担金

現年度分 ○現年度分

滞納繰越分 ○滞納繰越分

土地建物貸付収 ○栃木県南卸売市場敷地貸付料

入

利子及び配当金 ○栃木県南地方卸売市場施設修繕基金利子

一般会計繰入金 ○一般会計繰入金

前年度繰越金 ○前年度繰越金

歳計外現金利子 ○歳計外現金利子

説 明
区 分 金 額

（ 279 ）



３．歳　出

　款　　項　　目

総　務　費 △35,600

総務管理費

一般管理費

施設管理費 △37,360

施設管理費 △37,360

予　備　費 △500

予　備　費 △500

予　備　費 △500

△36,100歳 出 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源

（ 280 ）



（単位千円）

節

特定財源内訳

分担金及び負担金 使用料及び手数料

財産収入

特定財源内訳

分担金及び負担金 使用料及び手数料

財産収入

特定財源内訳

分担金及び負担金 使用料及び手数料

財産収入

給 料 ○職員給与費　1人

職 員 手 当 等 ○退職手当組合負担金

共 済 費 ○評価委員会費

報 償 費 ○事務費

需 用 費

役 務 費

委 託 料

負 担 金 補 助

及 び 交 付 金

公 課 費

繰 出 金

特定財源内訳

分担金及び負担金 使用料及び手数料

財産収入

特定財源内訳

分担金及び負担金 使用料及び手数料

財産収入

委 託 料 ○栃木県南地方卸売市場施設整備事業費

積 立 金

特定財源内訳

分担金及び負担金

特定財源内訳

分担金及び負担金

特定財源内訳

分担金及び負担金

○予備費

特定財源内訳

分担金及び負担金 使用料及び手数料

財産収入

区 分 金 額
説 明
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 給与改定の状況

人事異動による増減

職員
手当等

平均改定率　約0.1%

給与改定実施時期 平成31年4月

昇給に伴う
増 加 分

給料表改定による差額

その他の
増 減 分

前年度

制度改正に
伴う増減分 勤勉手当の支給月数の引き上げ

（＋0.05月分）等

勤勉手当の増減分

 平均昇給率

その他の
増 減 分

給料

改定に伴う
増　減　分

 給与改定の状況

人事院勧告による給料表の改定

区　分 増 減 額 増減事由別内訳 説　明 備　考

比　較 △ 85

（２） 給料及び職員手当等の増減額の明細 （単位 千円）

職員手当等
の 内 訳

区 分 扶養手当 住居手当
特殊勤務

手　当
通勤手当

比　較 △ 326

前年度

本年度

区 分 期末手当 勤勉手当 管理職手当 地域手当 （児童手当）

本年度

給　与　費　明　細　書　（栃木県南地方卸売市場特別会計）

１ 特 別 職

該　当　者　な　し

２ 一 般 職

（１） 総 括 （職員手当等に児童手当は除く） （単位 千円）

本 年 度

（単位 千円）
時間外勤務

手　当

区　分
職 員 数

（人）
給 与 費

共 済 費 合 計
給 料 職 員 手 当 等 計

前 年 度

　注 （）内は、短時間勤務職員数外書き

比    較
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職 員 数 (A)

昇 給 に 係 る 職 員 数 (B)

号 給 数 別 内 訳 4号給

比 率　(B)／(A)

職 員 数 (A)

昇 給 に 係 る 職 員 数 (B)

4号給

比 率　(B)／(A)

（級別の基準となる職務）
 一般会計中の一般行政職に同じ

 　オ　期末手当・勤勉手当
一般会計に同じ

 　カ　定年退職及び応募認定退職に係る退職手当
一般会計に同じ

 　キ　地域手当
一般会計に同じ

 　ク　特殊勤務手当
制度なし

 　ケ　その他の手当
一般会計に同じ

高 校 卒 (円)

大 学 卒 (円)

高 校 卒 (円)

大 学 卒 (円)

国　の　制　度

行 政 職 (Ⅰ)

 　イ　初任給

区　分 一 般 行 政 職

（３） 給料及び職員手当等の状況

 　ア　職員１人当たり給与

 　ウ　級別職員数

5級

平成31年1月1日、令和2年1月1日
時点での一般職員1名のため記載省略

(人)

(人)

(％)

(人)

(人)

号 給 数 別 内 訳 (人)

(％)

令和2年1月1日
現　在

6級

 　エ　昇給

区　分

一 般 行 政 職 区　分 一般行政職

級
職員数
（人）

構成比
（％）

本　年　度

(人)

　注 （）内は、短時間勤務職員数及び構成比外書き
計

計

平成31年1月1日
現　在

6級

5級

前　年　度
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議案第 号

令和 年度小山市与良川水系湛水防除事業特別会計予算



 



議案第８号 
令和２年度小山市与良川水系湛水防除事業特別会計予算 

 
令和２年度小山市の与良川水系湛水防除事業特別会計予算は、次に定めるところに

よる。 
（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４３，０００千円と定める。 
２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 
（一時借入金） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定による

一時借入金の借入の最高額は、２，０００千円と定める。 
 
 

令和２年２月１７日提出 
小山市長 大久保 寿夫 
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　　　　　　　　　　第 １ 表　歳 入 歳 出 予 算
歳   入

款 項

分担金及び負担金 千円

分担金

繰入金

他会計繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

雑入

歳   出

款 項

荒川排水機場費 千円

施設費

与良川排水機場費

施設費

塩沢排水機場費

施設費

予備費

予備費

金　　　額

歳 入 合 計

金　　　額

歳 出 合 計

（ 286 ）



歳入歳出予算事項別明細書

１．総括

   歳　　　入 (単位　 千円)

款

分担金及び負担金

繰入金 △4,850 

繰越金

諸収入

△4,700 

予算に関する説明書

本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 比 較

歳 入 合 計

   歳　　　出 (単位  千円)

款

国

県
歳 出 合 計 △4,700

塩沢排水機場
費

与良川排水機
場費

△1,160

△5,200

荒川排水機場
費

予備費

本年度予算額 前年度予算額 比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他
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２．歳　入

分担金及び負担金

分　担　金

分　担　金

繰　入　金 △4,850

他会計繰入金 △4,850

一般会計繰入金 △4,850

繰　越　金

繰　越　金

繰　越　金

諸　収　入

雑　　入

雑　　入

△4,700歳 入 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較款　　　項　　　目
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（単位千円）

節

分担金 ○野木町分担金

○栃木市分担金

一般会計繰入金 ○一般会計繰入金

前年度繰越金 ○前年度繰越金

雑入 ○雑入

説 明
区 分 金 額
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３．歳　出

　款　　項　　目

荒川排水機場費

施　設　費

施設管理費

与良川排水機場費 △1,160

施　設　費 △1,160

施設管理費 △1,160

塩沢排水機場費 △5,200

施　設　費 △5,200

施設管理費 △5,200

予　備　費

予　備　費

予　備　費

△4,700歳 出 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源

（ 290 ）



（単位千円）

節

特定財源内訳

分担金及び負担金

特定財源内訳

分担金及び負担金

特定財源内訳

分担金及び負担金

需 用 費 ○管理運営費

役 務 費

委 託 料

使 用 料 及 び

賃 借 料

工 事 請 負 費

負 担 金 補 助

及 び 交 付 金

特定財源内訳

分担金及び負担金

特定財源内訳

分担金及び負担金

特定財源内訳

分担金及び負担金

需 用 費 ○管理運営費

役 務 費

委 託 料

負 担 金 補 助

及 び 交 付 金

需 用 費 ○管理運営費

役 務 費

委 託 料

使 用 料 及 び

賃 借 料

工 事 請 負 費

負 担 金 補 助

及 び 交 付 金

○予備費

特定財源内訳

分担金及び負担金

区 分 金 額
説 明
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議案第 号

令和 年度小山市小山東部第二工業団地造成事業特別会計予算



 



議案第９号 
令和２年度小山市小山東部第二工業団地造成事業特別会計予算 

 
令和２年度小山市の小山東部第二工業団地造成事業特別会計予算は、次に定めると

ころによる。 
（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６９４，２００千円と定める。 
２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 
（一時借入金） 

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、

３００，０００千円と定める。 
 
 

令和２年２月１７日提出 
小山市長 大久保 寿夫 
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　　　　　　　　　　第 １ 表　歳 入 歳 出 予 算
歳   入

款 項
事業収入 千円

事業収入

歳   出
款 項

公債費 千円
公債費

諸支出金
他会計繰出金

金　　　額

歳 入 合 計

金　　　額

歳 出 合 計
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歳入歳出予算事項別明細書

１．総括

   歳　　　入 (単位　 千円)

款

事業収入

繰入金(廃款) △92,400 

市債(廃款) △103,000 

予算に関する説明書

本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 比 較

歳 入 合 計

   歳　　　出 (単位  千円)

款

国

県

工業団地造成事
業費(廃款)

△190,000

諸支出金

公債費

歳 出 合 計

本年度予算額 前年度予算額 比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他
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２．歳　入

事　業　収　入

事　業　収　入

土地売払収入

○. 繰入金 △92,400

○. 他会計繰入金 △92,400

○. 一般会計繰入金 △92,400

○. 市債 △103,000

○. 市債 △103,000

○. 工業団地造成事業債 △103,000

歳 入 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較款　　　項　　　目
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（単位千円）

節

土地売払収入 ○土地売払収入

○廃　款

○廃　項

○廃　目

○廃　款

○廃　項

○廃　目

説 明
区 分 金 額
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３．歳　出

　款　　項　　目

公　債　費

公　債　費

元　　金

利　　子 △3,484

諸　支　出　金

他会計繰出金

一般会計繰出金

○. 工業団地造成事業費 △190,000

○. 工業団地造成事業 △190,000

費

○. 工業団地造成事 △190,000

業費

歳 出 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源
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（単位千円）

節

特定財源内訳

事業収入

特定財源内訳

事業収入

特定財源内訳

事業収入

償 還 金 利 子 ○小山東部第二工業団地造成事業債元金償還金

及 び 割 引 料

特定財源内訳

事業収入

償 還 金 利 子 ○小山東部第二工業団地造成事業債利子償還金

及 び 割 引 料

特定財源内訳

事業収入

特定財源内訳

事業収入

特定財源内訳

事業収入

繰 出 金 ○小山東部第二工業団地造成事業一般会計繰出金

○廃　款

○廃　項

○廃　目

特定財源内訳

事業収入

区 分 金 額
説 明
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（単位　千円）

前 々 年 度 末 前 年 度 末 当 該 年 度 末

現 在 高 現在高見込み 起 債 見 込 額 元金償還見込額 現在高見込額

地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末

及び当該年度末における現在高の見込に関する調書

区             分
当 該 年 度 中 増 減 見 込

工業団地造成事業債
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議案第 号

令和 年度小山市テクノパーク小山南部造成事業特別会計予算



 



議案第１０号 
令和２年度小山市テクノパーク小山南部造成事業特別会計予算 

 
令和２年度小山市のテクノパーク小山南部造成事業特別会計予算は、次に定めると

ころによる。 
（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５４５，７００千円と定める。 
２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 
（地 方 債） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３０条第１項の規定により起こす

ことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、

「第２表 地方債」による。 
（一時借入金） 

第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、

１８２，０００千円と定める。 
 
 

令和２年２月１７日提出 
小山市長 大久保 寿夫 
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　　　　　　　　　　第 １ 表　歳 入 歳 出 予 算
歳   入

款 項

繰入金 千円

他会計繰入金

市債

市債

歳   出

款 項

工業団地造成事業費 千円

工業団地造成事業費

公債費

公債費

金　　　額

歳 入 合 計

金　　　額

歳 出 合 計
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限　度　額 起債の方法 利　　率 償　還　の　方　法

千円

普通貸借
工業団地造成事業 又は

証券発行

第　２　表　　　地　　方　　債　

起　債　の　目　的

  年3.5%以内
（ただし、利率見直し方
式で借り入れる資金に
ついて、利率の見直し
を行った後においては
当該見直し後の利率）

　政府資金については、その
融資条件により、銀行その他
の場合にはその債権者と協
定するものによる。ただし、市
財政の都合により据置期間
及び償還期限を延長し、短
縮し、若しくは繰上償還、又
は借換えすることができる。
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歳入歳出予算事項別明細書

１．総括

   歳　　　入 (単位　 千円)

款

繰入金 △54,600 

市債

予算に関する説明書

本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 比 較

歳 入 合 計

（ 304 ）



   歳　　　出 (単位  千円)

款

国

県

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

工業団地造成
事業費

本年度予算額 前年度予算額 比 較

公債費

歳 出 合 計
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２．歳　入

繰　入　金 △54,600

他会計繰入金 △54,600

一般会計繰入金 △54,600

市　　債

市　　債

工業団地造成事業債

歳 入 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較款　　　項　　　目
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（単位千円）

節

一般会計繰入金 ○一般会計繰入金

工業団地造成事 ○工業団地造成事業債

業債

説 明
区 分 金 額
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３．歳　出

　款　　項　　目

工業団地造成事業費

工業団地造成事業

費

工業団地造成事

業費

公　債　費

公　債　費

元　　金

利　　子 △5,396

歳 出 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源
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（単位千円）

節

特定財源内訳

市債

特定財源内訳

市債

特定財源内訳

市債

報 酬 ○報酬　2人

需 用 費 埋蔵文化財発掘調査作業員（会計年度任用職員） 2人

役 務 費 ○テクノパーク小山南部造成事業費

委 託 料

工 事 請 負 費

負 担 金 補 助

及 び 交 付 金

償 還 金 利 子 ○テクノパーク小山南部工業団地造成事業債元金償還金

及 び 割 引 料

償 還 金 利 子 ○テクノパーク小山南部工業団地造成事業債利子償還金

及 び 割 引 料

特定財源内訳

市債

区 分 金 額
説 明
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ア　会計年度任用職員以外の職員（該当者なし）

イ　会計年度任用職員

　　該当者なしのため記載省略

一般会計に同じ

該当者なしのため記載省略

 　オ　期末手当・勤勉手当

一般会計に同じ

 　カ　定年退職及び応募認定退職に係る退職手当

一般会計に同じ

 　キ　地域手当

一般会計に同じ

 　ク　特殊勤務手当
該当者なしのため記載省略 制度なし

（級別の基準となる職務）
 一般会計中の一般行政職に同じ  　ケ　その他の手当

一般会計に同じ

前年度

比較

　注 （）内は、短時間勤務職員数外書き

比    較

（単位 千円）

職員手当等
の 内 訳

区分 期末手当

本年度

前 年 度

 　ウ　級別職員数

大 学 卒 (円)

高 校 卒 (円)

 　エ　昇給

高 校 卒 (円)

大 学 卒 (円)

国　の　制　度

行 政 職 (Ⅰ)

（３） 給料及び職員手当等の状況

（２） 給料及び職員手当等の増減額の明細

 　ア　職員１人当たり給与

 　イ　初任給

平成31年1月1日、令和2年1月1日
時点での該当者なしのため記載省略

区　分 一 般 行 政 職

区　分

本 年 度

給　与　費　明　細　書　（テクノパーク小山南部造成事業特別会計）

（単位 千円）

職 員 数
（人）

給 与 費
共 済 費 合 計

報酬 給 料 職 員 手 当 等 計

１ 特 別 職

該　当　者　な　し

２ 一 般 職

（１） 総 括 （職員手当等に児童手当は除く）
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（単位　千円）

前 々 年 度 末 前 年 度 末 当 該 年 度 末

現 在 高 現在高見込み 起 債 見 込 額 元金償還見込額 現在高見込額

地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末

工業団地造成事業債

区             分
当 該 年 度 中 増 減 見 込

及び当該年度末における現在高の見込に関する調書
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議案第 号

令和 年度小山市公共用地先行取得事業特別会計予算



 



議案第１１号 
令和２年度小山市公共用地先行取得事業特別会計予算 

 
令和２年度小山市の公共用地先行取得事業特別会計予算は、次に定めるところに

よる。 
（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９，１００千円と定める。 
２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 
（一時借入金） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定による

一時借入金の借入の最高額は、３，０００千円と定める。 
 
 

令和２年２月１７日提出 
小山市長 大久保 寿夫 
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　　　　　　　　　　第 １ 表　歳 入 歳 出 予 算
歳   入

款 項

繰入金 千円

他会計繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

市預金利子

歳   出

款 項

公共用地先行取得費 千円

公共用地先行取得費

公債費

公債費

金　　　額

歳 入 合 計

金　　　額

歳 出 合 計
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歳入歳出予算事項別明細書

１．総括

   歳　　　入 (単位　 千円)

款

繰入金

繰越金

諸収入

予算に関する説明書

本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 比 較

歳 入 合 計

   歳　　　出 (単位  千円)

款

国

県
歳 出 合 計

公債費

公共用地先行
取得費

本年度予算額 前年度予算額 比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他
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２．歳　入

繰　入　金

他会計繰入金

一般会計繰入金

繰　越　金

繰　越　金

繰　越　金

諸　収　入

市預金利子

市預金利子

歳 入 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較款　　　項　　　目
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（単位千円）

節

一般会計繰入金 ○一般会計繰入金

前年度繰越金 ○前年度繰越金

預金利子 ○預金利子

説 明
区 分 金 額
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３．歳　出

　款　　項　　目

公共用地先行取得費

公共用地先行取得

費

公共用地先行取

得費

公　債　費

公　債　費

元　　金 △75

利　　子

公　債　諸　費

歳 出 合 計

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源
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（単位千円）

節

公 有 財 産 ○公共用地先行取得費

購 入 費

償 還 金 利 子 ○公共用地先行取得事業債元金償還金

及 び 割 引 料

償 還 金 利 子 ○公共用地先行取得事業債利子償還金

及 び 割 引 料

償 還 金 利 子 ○公共用地先行取得事業債償還手数料

及 び 割 引 料

区 分 金 額
説 明
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（単位　千円）

前 々 年 度 末 前 年 度 末 当 該 年 度 末

現 在 高 現在高見込み 起 債 見 込 額 元金償還見込額 現在高見込額

公 共 用 地 先 行
取 得 事 業 債

地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末

及び当該年度末における現在高の見込に関する調書

区             分
当 該 年 度 中 増 減 見 込
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